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さくら草だより

広報誌の封⼊作業は デイセンターさくら草・アトムが担当しています

SSTK

⽇課で⾳楽や楽器に触れる機会が少なかったいぶきに、
⾳楽会の話がポンポンッと舞い込みました＊
７⽉に近所にお住いのハーモニカ奏者、ワタナベさんに
来て頂きました。突如始まった演奏会に最初はみんな「
なんだ・・・？」という様⼦でしたが、曲が進むごとに
みんな⼿拍⼦！「ハーモニカは意外と喉にくる..」など楽
しいMCもありつつ、利⽤者さんはいぶきにあるマラカス
やタンバリンで⼀緒に曲にのったり、利⽤者のKさんは、
お⼿製のラッパでセッションが始まったりといつもとは
違う様⼦にみんなノリノリでした。「次はこれが聴きた
い！」や「ディズニー吹ける？」といった声がちらほら
と上がり、「若い⼈の曲を覚えてくるね！」とまたの機
会を楽しみにハーモニカ演奏会を終えました。(⻑渡)

ハーモニカにオカリナ演奏会。

９⽉上旬にはオカリナ演奏会を。以前、さく
ら草の栄養⼠さんとしてお世話になった和⽥
さんとの繋がりで、６名の奏者さんが来所。
いくつか種類のあるオカリナを披露してくだ
さり、サックスでの演奏でも楽しませて頂き
ました。曲によって、利⽤者さんも楽器を持
って参加。昔の歌や童謡、アンコールにはAK
B48の曲もあり、幅広い選曲に利⽤者さんみ
んなも満⾜気な様⼦で楽しんでいました＊
みんなで⼀緒になって⾳楽に触れる時間を、
今後の⽇課で少しずつ増やしていきたいなぁ
と感じたイベントとなりました。 (鈴⽊ょ)

 @いぶきデイセンター

いぶき産カボチャ
まさかほんとに育てることになるとは。まぁまぁこんなもんでしょ
うという可愛らしい⼿のひらサイズに仕上がりました。ハロウィン
のタイミングとはずれてしまいましたが、夏のお楽しみ会でおいし
く頂きました＊
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やっぱり⾳楽っていいもんだネッ



10/7~10/11・10/2８~11/1 
埼⽟県⽴⼤学実習⽣（アトム） 11/５~11/20  浦和⼤学実習⽣

10/2５ さいたま市浦和障がい者施設連絡会主催
うんどうかい（⾬天中⽌に…また来年！）

10/2４・11/14・11/2８
障がい福祉施設等に対する芸術家派遣事業
アーティスト中津川⽒来所（アトム）

１０/26 善前公⺠館⽂化祭（作品展⽰） 11/13・１９ インフルエンザ予防接種

コスモス デイセンターいぶき訪問ツアー    
 川⼝にあるデイセンターいぶきへ３回に渡り職員
、利⽤者様と訪問をしました。同じ法⼈内でも初め
て会う⼈や普段とは違った環境は利⽤者様に良い刺
激になったと感じます。中には久しぶりの職員と会
え、嬉しそうな笑顔を⾒せてくれる⽅もおり、今後
もより交流が持てるよう職員⼀同計画をしていきた
いと感じさせてくれる今回の訪問になったと思いま
す。また普段とは違い、お昼ご飯はデリバリーを頼
み、昼⾷を嬉しそうに選ばれる利⽤者様達を⾒て、
職員も楽しみにしてくれることが、とても嬉しく思
いました。そんな些細なことかも知れませんが、利
⽤者様が楽しめる⽇々を喜びと感じ、今後もその気
持ちを忘れずに⽇々利⽤者様の⽀援をしていきたい
と思います。⽇々毎⽇を楽しみ⽣きること、⽇々是
好⽇。この気持ちを⼤事にしていきたいです。（鈴
⽊）
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健康診断：年２回／通院介助、静的弛緩誘導法訓練会参加、陶芸、せっけん教室：適宜
誕⽣会：各誕⽣⽉／理容カット、体重測定、各班避難訓練、各班イベント、⾳楽療法、

アロマセラピー、給⾷会議、家族会：⽉１回／美容カット、安全委員会：隔⽉／各会議：⽉１回〜

＜さくら草・アトム・いぶき活動報告＞ （2019年8⽉１⽇∼2019年11⽉３0⽇）

デイセンターアトム アトム班・コスモス班の活動紹介
アトム ベースボール⼤会      
 読書の秋、⾷欲の秋、運動の秋。
みなさまはどんな秋をお過ごしですが？
アトム班は、散歩やお出かけ、時には公
園に⾏きベースボール⼤会など、運動の
秋をテーマに⽇課を過ごしています。今
年は去年同様、厳しい暑さで、なかなか
⼤⼈数で外出する機会が恵まれませんで
した。そんな不完全燃焼な夏を解消すべ
く、アトム班は⼆か⽉連続、ベースボー
ル⼤会をやりました。⼀⽣懸命ボールを
打って、投げて、追いかける姿は⾼校野
球顔負けです。(出⼝）

デイセンター アトム
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〜利⽤者さんの紹介〜

 開所から1年半が経った南区内⾕にあるクローバーハウス
で暮らしている利⽤者さんとその暮らしぶりを紹介します

お話しが⼤好きで
話し⽅がとても 
可愛らしい佳奈⼦
さん。クローバー
ハウスのアイドル
的存在。皆の⼼配
をしてくれる優し
い⼥性です。

真⾯⽬でしっかり
者の千鶴さん。
他の利⽤者さんの
お⼿伝いをしてく
れる皆のお姉さん
的な存在です。

切り絵、折り紙が 
得意な順⼦さん。
芸術的センスが抜群
。恥ずかしがりやさ
んで笑顔がとても素
敵な⼥性です。

歌⼿の氷川きよし
さんの⼤ファンの
紀⼦さん。埼⽟で
⾏われるコンサー
トには全部⾏っち
ゃいます。

(髙橋）クローバーハウス  
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 簡単な紹介となりましたがクローバーハウスでゆったりとした時間を過ごし笑顔で仲良く⽣活
されている様⼦が伝わったでしょうか？4⼈の利⽤者さんそれぞれの個性を⼤事に楽しく⽣活が
できるよう⼼がけスタッフ⼀同、頑張っています。次回は頑張っているスタッフ6⼈の紹介をさ
せていただきたいと思います。

⇒

⇐
⇓    着替え ⾃由に過ごす

17:30 ⼣⾷

    ⻭磨き

⽊内  紀⼦さん

     ⻭磨き

  6：00 起床

    ⼊ 浴 16:00 通所施設から帰宅

   21：00 就寝

  野邊 千鶴さん

         ⾃由に過ごす

9：00 それぞれの通所施設へ

しあわせの四つ葉（四⼈）のクローバーハウス

⇒

⇐
  6：30 朝⾷

   齋藤 順⼦さん

    〜利⽤者さんの⼀⽇〜

⇒

⇐

⽴浪佳奈⼦さん

⇒

⇓
⇒ ⇒
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ハラスメント

 男性・⼥性だけでなくＬＧＢＴ（レズビアン・ゲイ・バイセクシャル・トランスジェンダー
というセクシャルマイノリティー）のような多様な性のある現在ではハラスメントとなる⾔動
は以前とは変わってきているのです。性や性差に関する⾔動は、誠実な信頼関係に基づいたパ
ートナー間で交わされるものです。職場や学校などで触れるべき話題ではないのです。職場・
学校などのオフィシャルな場では性や性差に基づく発⾔はＮＧなのです。セクハラ・パワハラ
がモチベーションを上げることはありません。⼈間関係を円滑にすることもありません。その
意識を全体共有することが、ハラスメントをなくすために⼤切なことなのです。

 セクハラの⾔動による不快感を持ちながら職務に就くのは、職場にパワーロスを招きま
す。ハラスメント⾔動を⾏う⼈には、単なるスキンシップや会話なんだと思っている⼈が多い
のです。 
 「髪を切ったんだね（ＯＫ発⾔）」と「髪を切ってきれいになったね（セクハラ発⾔）」の
違いはピンときますか？ピンとこないなら要注意です。「髪を切った」という事実について話
しかけることと、髪を切ったことによる「容姿」について発⾔することは違うのです。「きれ
いになった」は誉め⾔葉だからいいだろう、との勘違いが多いのです。
 少し前までは通りがかりに⼥性社員のお尻を触ることも散⾒されました。肩を組むなどの相
⼿が希望しないスキンシップも同様で、「挨拶の⼀環」「⼥性として扱っている証拠」などと
⾔われました。同じことを電⾞内で⾏えば単なる痴漢⾏為です。性的な発⾔などで嫌な思いを
しても、その場の雰囲気を悪くしないように我慢する⼈が多いのです。「やめてください」と
いうと「冗談の通じないやつ」と⾔われ、苦笑いでやり過ごすしかなくなるのです。その結
果、笑っているのだから「⼤丈夫」「ＯＫサイン」と思い「相⼿も喜んでいる」と勘違いする
のです。 そして現代では、男性→⼥性だけでなく⼥性→男性や同性間でもセクハラは認定さ
れます。⼥性が男性に？同性間でも？と疑問に思うかもしれませんが、「結婚しないの？」結
婚したら「⼦供は？」⽣まれたと思ったら「⼆⼈めは？」となります。性的な話題には遠慮が
ちな⽅であっても結婚・出産の話題になると、「個⼈的で極めてデリケートな話題」であるこ
とを忘れてしまうのです。

 さくら草の全体会議が１０⽉に⾏われ、職場でのハラスメントについての講義がありました。
セクハラ・パワハラを含め複数のハラスメントがあること。ハラスメントの受け⼿が「嫌だ」と
感じるとそれはもうハラスメントである、という概要を学びました。悪意があるセクハラ・パワ
ハラは犯罪に等しいものです。しかし実際に多くが困惑するのは、本⼈にこれといった悪意がな
く、普通の会話・コミュニケーション・指導であると思っているケースです。ここでは職場や公
共の場においての実際のハラスメントを考えます。 男⼥雇⽤機会均等法では職場における男⼥
差別は禁⽌されています。セクハラ防⽌指針にはセクハラ防⽌効果を⾼めるためには「性別役割
分担意識」による⾔動をなくしていくことが重要であると記載されています。性的役割？分担意
識？と思いますが⾝近にもあります。例えば結婚している⼥性がフルタイムで働くと「家を空け
て仕事するなんてご主⼈は理解があるね」。フルタイムで働く男性に「家を空けて仕事するなん
て奥さんは理解があるね」とは⾔いません。発⾔した本⼈は「理解のあるご主⼈のことを誉めて
いるだけだ」と思っている点も問題です。男⼥の性差によってイメージされる役割を、本⼈の意
思に反して担わされることが性的役割分担意識の問題なところです。

サポートさくら草（佐々⽊千恵）
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新保 明 さん 飯塚さん 新保さん
〜仲良し〜

 趣味＆ストレス解消
 週⼀のヨガとおいしいものを⾷べる事。
サポートゆずでお世話になり、早いもので、1年
半が経ちました。少しづつですが、ご利⽤者様に
も慣れ、⾃分がどう動いたら良いのかわかるよう
になってきましたとはいってもまだまだ、勉強中
の⾝で、先輩⽅に教えていただきながら頑張って
いる毎⽇です。
この仕事は、⼀⼈ひとりに対応が違うので難しい
ことも多いですが、ご利⽤者様に寄り添える介護
をしていけるように努⼒してゆきたいと思います

~紹介します~
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・年齢 東京オリンピックのころ誕⽣
・絵を⾒に⾏く事、巨⼈の応援
・好きな⾷べ物 焼⾁ ラーメン
 ７⽉からゆずにお世話になっております。
 新保明です。３か⽉が経ちましたがまだまだ
学ぶことがいっぱいです。先輩を⾒習いながら
、⽇々成⻑していきたいと思います。
 よろしくお願いします。

サポートゆず

飯塚 隆夫さん

⾼橋 拓椰 さん
⼩学⽣の頃からのお付き合
いの拓椰さん。すっかり背
も抜かされてしまいました
が、かわいい笑顔は変わり
ません！今は、デイセンタ
ーアトムの仲間として⽇々
活動しています。

週に３回、ゆず⽀援者とともに外出・外
⾷を楽しみ、ヘルパーの名前をすぐに覚
え、とてもフレンドリーな飯塚さんこの
⽇は昼⾷後、ゆずに⽴ち寄り「新保さん
 
いたね〜！」と。仲良しの⼆⼈で写真を
撮ってみました
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⾟島 さゆり さん

ゆずの仲間が増えました。前回に引き続き
少しづつご紹介してゆきたいと思います
（⼋⽊）

 拓椰さん ⾟島さん 
   〜⼀緒にね〜

〜新⼊職員〜



✿さくら草だよりは晃新印刷さまのご厚意を頂き印刷しております✿

編集後記
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 障がいを持つ⽅々の地域⽣活を⽀えるのは、あたたかいひとの⼿です。その福祉を担う
職員の待遇について厚労省の動きとして「処遇改善」と「働き⽅改⾰」が実施されました
。福祉職員の待遇は改善が進み、決して同規模の⼀般企業に⾒劣りしなくなりました。 

この⼗⽉から実施される「福祉・介護職員等特定処遇改善加算」は、経験・技能のある職
員、リーダー級の職員に、他産業と遜⾊ない賃⾦⽔準を実現するために⾏われるものです
。
当法⼈は、その趣旨に沿い、⼗年以上永く働いてくれている職員・有資格者・管理者・サ
ビ管等に厚く⼿当てすることにしました。因みに資格⼿当は常勤職員で⼀万円になります
。なお、現⾏の「福祉・介護職員処遇改善費加算」で⼆万数千円、さらに特定処遇改善で
リーダー級の職員に最⾼約三万九千円を上乗せすることができました。
平成三⼗年度源泉徴収票から正職員（時短・年度途中の採⽤退職者を除く）四⼗七⼈の年
収を⾒ますと、四百万以上は四⼗⼈、平均年収は五百⼗九万余でした。
この度の特定処遇改善により、これに加えてさらに処遇改善がされることになります。
職員の皆様には、永く働いていただき、資格を取得し知識技術を磨き、職業⼈・社会⼈と
してさらなる成⻑をお願いしているところです。

令和元年も早いものでそろそろ
終わりですね。皆さん令和元年
の思い出に残ったものはなんで
したか？私はラグビーW杯です
。ルールも知らなかったのにTV
観戦で⽩熱していました。（Ne
)

◎働き⽅改⾰ について

通所希望者を、受付中です
オープニングスタッフ（常勤・⾮常勤）

若⼲名募集中です

◎特定処遇改善加算について

〜利⽤者・職員 募集中〜

【はたらく「⽣活介護」事業所 新施設建設中】
デイセンターさくら草に程近いさいたま市南区⼤⾕⼝に、新施設を来春開設に向けて準備を
進めています。
当法⼈が⽀援の積み上げをしてきた知的障がい者を対象に、味噌・おからクッキー・付録は
がし等軽作業を中⼼とした活動を⾏います。また、畑が残っている地域です。野菜作りもで
きたらと話しています。
地域の⽅々との交流の場として「テラス」を設けます。昔ながらの純朴な⼟地柄、地域の⽅
々とのふれあいを楽しみにしています。共⽣社会、地域の構成員として地域活動を共にして
いけたら幸いです。

当法⼈では、職員の多くが通所施設と居宅・移動⽀援事業所に兼務し、地域⽣活を⽀える体
制をとっています。⽀援を対象にしている重度⼼⾝障がい者の暮らしの豊かさと命の安全を
担っています。⽇中活動はもとより、外出⽀援、居宅介護等の⽀援に、医療的ケア等⾼い専
⾨性が求められます。職員には、喀痰吸引等研修に出し資格取得を積極的に進めています。
ニーズの⾼さがあり、限りある対応できる職員が担わなければならない状況にあります。
利⽤者ニーズに応えるべく、所定労働時間を超えて携わっていただいている職員が何⼈かい
ます。来春から適⽤される「時間外労働（残業）の上限規制」により、対策を講じる必要が
でてきました。
現在職員と相談しながら依頼の緊急性を考慮したり、他の事業所にお願いしたり、利⽤者⽀
援に影響が出ないようにしながら働き⽅の改⾰に向けて取り組んでいます。
働き⽅改⾰はライフワークバランスの⾯から、特定処遇改善は待遇⾯から永く働いてもらえ
るように考慮したものです。より良い働き⽅ができ職員⾃⾝の⼈⽣も豊かになるように進め
ていきます。

【 福祉施設職員の待遇改善  〜特定処遇改善加算と働き⽅改⾰〜 】
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